
保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）

公表日： 2023年3月 日 事業所名 聖ヨセフつどいの家

保謹者等数（児章数）23 回収数 18 割合 78 % 

チェック項目 はい どちらとも
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14 個人情報に十分注意しているか 17 1 
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個人情報の取り扱いに
は注意していきます。

緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
今後は説明不足な部分
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応 われているか 刊されるニュースレター
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